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平和教育プログラム 

プログラム１ ： １～３年 被爆の実相に触れ、生命の尊さや人間愛に気付く 

プログラム２ ： ４～６年 被爆の実相や復興の過程を理解する 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                               

特別活動の重点目標 

○対話をしながら他者と協働する
力を育てる。 
○集団の一員として課題意識を
高め，自治的な話合いの力を育
てる。 

 

道徳教育の重点目標 

〇勤勉に，くじけず努力するととも

に，自らを振り返り，自分を向上さ

せようとする子どもを育てる。 

〇善悪を判断し，価値ある（正し

い）行動をとろうとする子どもを育て

る。 

〇互いを認め合い，協働して学

ぶことを通して，信頼感や友情を

育む。 

学校教育目標 

進んで学び 共に伸びる 天満っ子の育成 

  

めざす子どもの姿 

進んで学ぶ子ども・思いやりのある子ども・たくましい子ども 

  

広島市の平和教育の目標 天満小学校の平和教育目標 

ヒロシマの被爆体験を原点として、生命の尊さ

と一人一人の人間の尊厳を理解させ、国際平

和文化都市の一員として、世界恒久平和の

実現に貢献する意欲や態度を育成する。 

平和な社会の実現に向けた主体者の育成 

～自他を大切にし，身の回りの平和について 

考える子ども～ 

ひろしま平和ノートの活用 

1年 みんなのたからもの 

2年 
 

みんな生きている 

3年 せんそうがあったころの広島 

4年 
 

広島のひばくと伝えたいこと 

5年 広島市の復興と人々の願い 

6年 
 

これからの広島 

学年重点目標 具体的な活動例 日々の取組 

低 

原子爆弾や戦争などにつ

いて知り，生命や平和の大

切さについて気付くことがで

きる。 

・平和に関する絵本の読み聞かせ 

・プラタナスの木の学習 

・対話のある

授業づくり 

 

・他者の考

えや気持ち

を考えて表

現する。 

 

・グループワ

ークの工夫 

 

・振り返りの

工夫 

・被爆アオギリの話 ２世の植樹 

・平和公園のアオギリ見学 

中 

ヒロシマの被爆体験を，自

分ごととしてとらえ，当時の

人々に寄り添って考えること

を通して，戦争や平和を多

面的に考えることができる。 

・天満地区の戦後の子どもの生活に 

ついて地域の方に話を聞く。 

・町探検 平和ウォークラリー 

・校内にある碑，地域にある碑の見

学。ボランティアの方と一緒に平和

公園の碑巡り。 

高 

ヒロシマの被爆体験を原点

として，人間の尊厳を理解

し，主体者として社会や身の

回りの平和の実現について

考え，表現することができ

る。 

・「社会を明るくする運動」への取組 

・平和記念資料館見学 

・JAGDA との絵本作り 

・ピースサミット作文 

・平和公園での外国人観光客との

交流 

学校全体での取組 

１ 「おりづる集会」 

平和や戦争について学んだり，異学年で一緒におりづるを折ったりする。 

２ 「プラタナス平和集会」 

  学習したことを学校全体に発信，共有する場。 

３ 8月 6日 平和登校日 

   ８月６日に登校し，平和について考え原爆犠牲者の冥福を祈る。 

４ 「たてわり遊び」「プラタナス集会子どもの日」 

  たてわり班での活動を通して，異年齢での関わりや高学年のリーダー養成を図る。児童が主体になってゲームなどを

立案・計画・実行し，最後までやり遂げたという喜び・達成感を味わわせる。 


